
文部科学省「専修学校の国際化推進事業」①熊本県の外国労働者・留学生の現状 NO.1

●在留外国人数は25,5８9人（前年比＋24％増）

全国は341万人、熊本県は0.7%のシェア

 ●熊本県内の外国人労働者数で見ると技能実習生が最も

多く、全体の52％を占める。

●一方、技術・人文・国際業務は1,700人(9％)と低い。

ターゲット国

●全国の外国人留学生数は、28万人（前年比21％増）

●熊本県は、留学生1,112人（0.4％）と全国と比較

して非常に少ない。（専門学校 438人）

●卒業生（技術・人文・国際業務の人材）が県内(3割)

に就職せずに、県外(7割)へ流出している。

●国は2033年までに、40万人に増やす計画。

⇒留学生を増やす大きな機会である

専門学校の8分野

※熊本県内の専門学校への留学生数を大幅に増やす
※技術・人文・国際業務の卒業生を県内に就職・定着させる

（令和5年10月時点）



文部科学省「専修学校の国際化推進事業」②企画概要

熊専各会では、留学生が「学び・住み・就職して良し」の熊本を目指し、専修学校、企業・団体

と熊本県、国際交流の団体が一体となり、戦略的な留学生の受入れや国内定着を見据えた就職・定着支援等を行って

いく。留学生の受入れから在学中〔教育指導、在籍管理、生活サポート〕、就職・定着支援を一気通貫で支援し、熊
本版トータルパッケージモデルを構築する。

実施主体者

事業の趣旨

一般社団法人熊本県専修学校各種学校連合会（以下「熊専各会」）

事業名/期間 留学生が学び・住み・就職して良しの熊本県版・国際化推進事業／R6～R9年度

ターゲット国 ターゲット分野ミャンマー  ／ モンゴル  ／ 台湾 IT分野 ／ 宿泊分野 ／ 介護分野

体制/構成

NO.2

【国際化事業実施委員会】
・熊専各・業界団体・企業、熊本県、教育機関
からなるメンバーで構成

・事業進捗へのアドバイス等を行う

（ターゲット国連携）

【国内の企業・団体】
〇IT分野
〇宿泊分野】
〇介護分

【国内の学校】
〇熊本県内の専門学校
〇近隣の日本語学校

【行政】
熊本県
国際課

商工政策課
高齢者支援課

（連携）

【モンゴル】【ミャンマー】【台湾】
・日本語教育機関、送り出し機関、政府関機関等で、
留学生を日本に送り出す機関と連携を図る

一般社団法人熊本県専修学校各種学校連合会
【国際化推進委員会】

・理事で構成

・事業方針、予算執行、事業遂行を行う

（下部組織）

「国際化事業実施委員会」
氏名 所属名

木庭順子 熊本県専修学校各種学校連合会　会長

赤山聖子 九州技術教育専門学校　校長

竹島加奈子 専修学校熊本壺溪塾　水前寺校教務部長

中村賢次郎 専修学校熊本YMCA学院　校長

志垣伸太郎 九州中央リハビリテーション学院　専務理事

富山孝治 熊本県情報サービス産業協会　幹事

永田祐介 熊本県旅館ホテル生活衛生同業組合　専務理事

石本淳也 熊本県介護福祉会　会長

木下俊和 JICA九州　熊本県国際協力推進員

（オブザーバー）

櫟本麻理 熊本県 知事公室 国際・くまモン局　国際課長

大村 克行 熊本県 商工労働部 商工政策課　課長　

西村 徹 熊本県 健康福祉部 高齢者支援課　審議員　

（事務局）

鋤崎麻理 熊本県専修学校各種学校連合会　事務局

井手修身 イデアパートナーズ株式会社



文部科学省「専修学校の国際化推進事業」③事業の取組み例 NO.3

ミャンマー
モンゴル、台湾内

N5以上

N2以上の日本語能力で直
接専門課程へ

■事業の取組み例

<提携>

<提携>

日本語教育機関

送り出し機関

日本国内

日本語学校・日本語科の専門学校  分野

熊本県内の専門学校　日本語科 日本語科

熊本県内外の日本語学校 日本語科

熊本県内の専門学校  分野

熊本県内の専門学校 宿泊分野

熊本県内の専門学校 介護分野

熊本県内の専門学校 IT分野

熊本県内

熊本県内の企業

観光・宿泊事業者

介護・福祉事業者

IT職種を必要とする事業者

技術・人文・国際業務の外国人材

企業の外国人材ニーズ・アンケート調査

・IT分野、宿泊分野、介護分野、製造業 熊本県内の事業者
⇒220件の回答（2025,1,31）、集計・分析結果は別紙 

【要約・課題】
・回答者で現在外国人を雇用している企業は41％、過去雇用を含め
ると、48％社と、雇用状況は高い。

・優秀な人材の確保が44％等とポジティブな雇用理由が高い。
・今後外国人材の雇用について、現在募集中が12％、検討してい
るが35％、合計47％と多くみられる。

・専門学校卒業生（専門分野の知識を有する人材）の雇用について
も、意向があるが40％とある。

＊外国人材の雇用に関するセミナー等の情報提供を具体的に希望
する企業が50社にのぼる。

是非雇用
したい 14％

どちらかというと
雇用したい 26％

＊専門分野の知識(「技人国」の在留資格等)
を有する人材の雇用について

40％



文部科学省「専修学校の国際化推進事業」④R7年度 事業計画

熊専各会では、R7年度から以下の14の事業を展開していく。ターゲット国、ターゲット分野のみならず、熊本県内
で留学生全体の総数を増やし、留学生の受入れから在学中〔教育指導、在籍管理、生活サポート〕、就職・定着支援
を一気通貫で支援し、熊本版トータルパッケージモデルを構築する。

NO.4

❶-1. 専修学校向け「新規留学生・受入れ促進の懇談会」開催

❶-2.「専修学校状況アンケート調査」

❶-3.「外国人留学生に選ばれる熊本」プランの進捗確認

❷-1.ホームページ多言語パンフレット、動画制作

❷-2.SNS等による情報発信・広報

■入学前【情報発信強化】

■入学前【受入れ態勢整備】

❸-1.ターゲット国での熊本留学フェアの開催

❸-2.ターゲット国の日本語教育機関との更なる提携支援

❸-3. ターゲット国内での熊本情報センター窓口の設置 

❸-4.台湾人留学生向け短期滞在受け入れモニター実施

■入学前【受入れ促進強化】

❹-1.留学生向け日本語能力強化策（多言語学習アプリ運用）

❹-2.教職員向け「在留管理、就職支援セミナー」 

❺-1. 企業向け「外国人就職に関する定期的情報提供」

❺-2.企業向け「留学生受入れ促進セミナー」

❺-3. 「留学生就職・定着フェア」への参画

■在学中〔教育指導、在籍管理、生活支援サポート）

■就職・定着支援

今後、専門分野の知識（技術・人文・国際業務の在留資
格）の外国人材を採用したい、検討したい企業様は、
本事業との連携をしていきませんか。
熊専各では、今後「外国人就職・定着に関する定期的情
報提供」を行っていきます。
※熊本県専修学校各種学校連合会
post@kuma-senkaku.jp 鋤崎（すきざき）まで

mailto:post@kuma-senkaku.jp
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